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問１－５の回答に関する理由や手法等に関して自由に記載してください

緊急を有する場合の対応をどうするのか、国の制度で不十分な分を市として対応できないのか、検
討が必要だと思います。

問１－６　居宅介護（家事援助）等の業務に含まれる「育児支援」の取扱いについて

育児支援を実施する

問１－６の回答に関する理由や手法等に関して自由に記載してください

障害者もあたりまえの暮らしを送れるようにするために「育児支援」を実施が必要だと考えます。

問１－７　障害児とその家族に対する支援について

支援を充実する

問１－７の回答に関する理由や手法等に関して自由に記載してください

さまざまな家庭環境があるなか、地域で家族とともに暮らせるような支援の検討が必要。

必要な場合は利用可能とする

問１－２の回答に関する理由や手法等に関して自由に記載してください

当事者の意見を踏まえ、ニーズにあった制度へと改善していくことは必要。

問１－３　「重度訪問介護の非定型による支給決定等事務の手引き」の見直しについて

見直しが必要である

問１－３の回答に関する理由や手法等に関して自由に記載してください

１－の回答と２同様に、当事者の意見を踏まえ、ニーズにあった制度へと改善していくことは必
要。

問１－４　共同生活援助入居者が一時帰宅したときの訪問系サービスの利用について

一定の要件のもと利用可能とする

問１－４の回答に関する理由や手法等に関して自由に記載してください

地域移行を進めるためにも必要だと考えます。どのような要件のもとに可能とするのかを札幌市は
検討すべきだと考えます。

問１－５　「医療型障がい児入所施設・療養介護」のショートスティ利用等の緊急を要するサー

ビスと障害者手帳の未交付にともなう利用制限について

再検証して計画的に実施する

問１－１　障害者の地域移行を進めるために必要な障害福祉サービスの充実について

充実することが必要である

問１－１の回答に関する理由や手法等に関して自由に記載してください

地域移行を進めることは誰もがあたりまえの暮らしを享受できるようにするために必要。また、社
会の偏見をなくすためにも進めるべきだと考えます。
充実のためには障壁となっている人材不足の問題に取り組んでいきたいと思います。

問１－２　「重度障がい者に必要な在宅介護のあり方に関する意見書」を再検証し、その内容を

計画的に実施することについて



問２－３　地域の普通学校への入学にあたっての合理的配慮の公的責任による確保について

公的責任として確保する

問２－３の回答に関する理由や手法等に関して自由に記載してください

家族の責任をできる限り軽減し、どんな家庭環境に生まれても、等しく学べる環境を整えていく必
要があり、そのために公的機関の役割が重要だと考えます。

問２－１の回答に関する理由や手法等に関して自由に記載してください

障がいのある子・ない子がともに学ぶことで双方に得られることは大きい。障がいのある子のみな
らず一人ひとりの子どもの状況にあった教育が提供できるような教育体制の充実（少人数学級、教
員の労働環境の向上等）を図ることが必要。

問２－２　本人・保護者の意見の尊重と地域の普通学校への入学の可否について

わからない

問２－２の回答に関する理由や手法等に関して自由に記載してください

本人、保護者の意向に沿った入学ができるように仕組みを整えていくべきだと思います。一方でそ
のためにどのような仕組みが必要なのか、当事者の方々の意見も聞きながら理解を深めたい。

わからない

問２－１　障害の有無、種別、程度により分け隔てる特別支援教育から、障害に応じた支援を確

保することで、分け隔てないインクルーシブ教育への転換を計画的に進めることについて


